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合成皮革・フィルム製造 
素材のOEMメーカー 

エシカルレザー 

2021年～ 

共和レザーとは？エシカルレザーSobagniとは？ 

この挑戦にたくさんの「エシカル」が詰まっています。 

自社の素材を使った 
一般ユーザ向けチャンネル 

共和レザー株式会社 
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４．これからのSobagniについて 
さらにエシカルに… 



1.共和レザー株式会社について 



共和レザー概要（国内） 

本社：浜松市 

天竜第一工場 
天竜第二工場 
新城工場 
浅羽工場 
袋井工場 
鳴門工場 

東京営業所 
阪神営業所 

設  立 ： 1935年8月（創立88年） 
連結従業員数   ： 1,397名 



共和レザー概要（海外） 

KYOWA    
NorthAmerica 

日本 

共和興（廊坊） 

南亜共和（南通） 

輸 出 輸 出 

Europe North America 



▶自動車合成皮革  国内トップシェア 

          世界No.2 

〈事業内容〉 各種合成樹脂製品の製造加工ならびに販売 
 

▶住宅・住設（フィルム）  

ユニットバス鋼板フィルム 

家具用合板フィルム 

  

  

▶ファッション資材用 

 合成皮革  

  

要するに… 

86％ 7％ 7％ 



共和レザー（OEMメーカー） 

B to B 

共和レザーは大手ブランドメーカーさんへ素材を卸すOEMメーカー 

2021年～一般ユーザーをお客様とするBtoCへの挑戦がはじまりました 



２．自己紹介 

 

Sobagni立ち上げまでの環境の変化と想い 

 



1969年  東京都葛飾区に生まれ大学卒業までを過ごす 

1993年  美術大学卒業後 

        共和レザー入社 

        デザイン部にて 壁紙のデザイン→撤退 

        自動車の内装材のデザインなどに従事 

        -結婚、2回の出産- 

2019年  デザイン部部長に就任 

        自分にしかできない会社への貢献を考える 

2021年  ブランド企画部部長としてSobagniを 

        立ち上げる 

2023年  事業化を見据えてSobagni推進部と部署名変更      

           

・経 歴 

16年 

会社生活を通じていろいろな環境の変化を体験 



・感じた世の中の変化、環境の変化  
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お客様の指示通りに  
モノを作れば儲かる時代 

トレンド情報（海外の展示会調査2010～） 
プレゼンテーション 
提案の仕方改革 

1993～2018  依頼型 2010～2015  提案型 

依頼型から提案型へ 

競合増加 
価格競争 

企業価値とは何？を考え始める。 その理由とは… 

自らお客様の求めているモノ
を考え、発信していく時代 



2010年～2019年海外の展示会で感じたこと 

・環境問題、リサイクル、エコなどの技術的紹介 

・切り口を取り入れるブランドが年々増えてくるのを肌で感じる 

・さらにエコがデザインの手でかっこよくおしゃれに変化 

・廃棄物に目を向けることはそのブランド（企業）のアイデンティティを構築できる。 

なにかできないだろうか…何ができるだろうか… 

KALTEL「コンポニビリ・ビオ」 

ボトルキャップから 

2019年の展示より 



3．自社の製品を通じてできるエシカルな取り組み 



自分にできることは何か、会社ができる取り組みとは何か 

共和レザー＝自動車内装材OEMメーカー 
主に高級車＝高品質の素材を提供する義務 
       
 
 
 
 

→厳しい検査と管理のもと「良品のみ」を提供 
 

少しの色ブレ、ちょっとの傷…すべて廃棄 ※一部有価買取   

デザインの力で生まれ変わらせたい！ 宝の山 

きちんと選別し手をかければ使えるものはいくらでもある       

デザイン部数名で勝手にコソコソ動き出す 



自動車シート素材の強み 

①擦れに強い 

②水や汚れに強い 

 白いシートでも汚れがきれいに落ちる設計 

③合皮特有の加水分解※がおきにくい 

※久しぶりに出したバッグや靴が… 

他社のバッグとSobagniのバッグの10年耐久試験 



他社のバッグとSobagniのバッグの10年耐久試験 

一般 

当社商品 他社商品 

ジャングルテスト（湿度95％/温度75度の環境下）での劣化促進 

これが約10年後の姿の差です。 
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依頼型 

1993～2010 

提案型 

2010～2015 

依頼型から提案型へそして新たなステージへ 

2015～2020 

廃棄材を使って企業価値を高める活動 

・使える廃棄材を選別し、ノベルティ作成 

 

・ノベルティ作成依頼 

・ブランドからの素材引き合い 

 「ボロボロにならない合成皮革なんてあるの？！」 

「悪いイメージしかない合皮」のイメージを変えたい。呼び方について… 

・ブランドさんですら知らない10年耐久の合皮… 

最初に作ったサンプルバッグ 



「エシカルレザー」というネーミングにかえた 

①廃棄材のアップサイクルである 
 

③軽くて雨にも傷にも強い 

④高級車クオリティの耐久性→長く使える→廃棄を減らせる。 

⑤環境にやさしい素材 
 環境負荷物質や環境ホルモンに該当する化学物質は不使用 
 
⑥地域や企業との協業による地域、社会貢献を目指す。 

エシカルな考え、使うことでエシカル消費につながる 
だから「エシカル」！エシカルレザー 

 
 
 ②アニマルフリー（動物愛護・地球環境） 



エシカルレザーでBtoCへ

2021年5月より、エシカルレザーSobagni始動 

①ハイクオリティな自動車用エシカルレザーを
一般のお客様にもお伝えしたい

②自社から出る廃棄材を減らしたい

③従業員の士気向上につなげたい

④ユーザーの声を開発にフィードバック

⑤パートナーシップによる地域貢献

コンセプト

▶30品目からスタートし現在300品目



二つの言葉をかけ合わせて生まれた造語 
自動車のシートにも使われている「エシカルレザー」を 

たくさんの夢とともにお客様のそばに…地域の皆さんと共に… 

夢 

Sogni（ソーニ） 

イタリア語そばに 
寄り添う 

Sobani(そばに） 

× 

にのせた想い 

会社のキャッチフレーズ「実はあなたのそばに」 
→「いつもあなたのそばに」



これまでにはつながりのなかった地域企業様との協業 

浜松PET診断様 



Ｓｏｂａｇｎｉを通じてSDGｓに本気で取り組む 



４．これからのSobagniは   
 
 
    さらにエシカルに… 



  

食物を原料とした合成皮革のことで主に欧州でスタート 

2020年～ 共和レザーでも研究開発スタート。 

パイナップルレザー アップルレザー きのこレザー 

食物からできたレザー？！「ヴィーガンレザー」 



自動車シート材製造の技術が生んだ ヴィーガンレザーの誕生 

  
2022年 

長野県飯綱町との協業による 

りんごレザー 

地元といえば…  

地場の材料を使って 

よりエシカルなヴィーガンレザーを 

作りたい！ 



静岡の地で生まれた至高のマテリアル                 

×  



静岡の地で生まれた至高のマテリアル 

× 



  

食物の残渣からレザーを作っています。 

2022年、りんごレザー、2023年 C 

PU層 

果実などの 
絞りカス添加 

接着層 

裏基布 
（コットン） 

※製造特許出願中 



後発の私たちが植物由来のレザーを作るときに掲げたコンセプト 

  可食ではないもの 

材料を作る（乾燥・粉末）ために余計なエネルギーを使わない 

地場の素材を使うことで輸送エネルギーを極力減らす 

これらの条件を満たして出来上がっています 

地場の素材を使うことで輸送エネルギーを極力減らす 



Made In Shizuoka 「 Chakara 」の特長 

ほのかなお茶のかおり 

カテキンが持つ消臭、抗菌効果 

このような活動を通じMade In 静岡のモノづくりを盛り上げます。 



現在のSobagniの立ち位置と将来像 Now and Future 

STEP 

01 10年品質による永くお使いいただける商品 

2年間で約200商品開発、継続実施中 自然由来かつ廃棄されるモノの再利用 

今年、技術的メドが完了！ 

循環再生型の確立 
自社の廃棄物を自社の製品にもどす。将来に向けて施策中 

STEP 

02 

STEP 

03 

Now！ 

Future！ 



サーキュラーエコノミーに向けた取り組みを 



エシカルレザー

https://sobagni.jp 

http://sobagni.jp/

